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の知見を得たので報告する。一般的に魚類は、化学的に不活性な濁りに

対してはかなりの耐性を有しており、短期的

にはその生存にとって直接的な影響を及ぼす

ことは少ないとされている！)。しかし、生存

に問題ない低い濁 りで あっ ても 、魚 類は濁水

に対して忌避行 動を示す。水産用水基準では、

濁りの指標として懸濁物質量（以下SSと記

す）を採用し、数魚種の忌避行動を勘案して、

河川におけるSSの基準値を25mg/L以下であ

ることとしている’)。

河川上流部に生息するサケ科魚類では、イ

ワナについて、SS値30mg/Lで忌避行動を示

すことが知られている2)。ニジマスではSS値

30mg/Lで摂餌行動に影響があるとされてい

る3)。また、濁りの原因である細粒土砂が産

卵床 に 堆 積 す ると、サケ科魚類の発眼卵の生

存率が低下することが知られており4)、河川

性サ ケ 科 魚 類 に対する濁りの影響は少なくな

い。

河 川上流部における濁りの原因としては、

降雨 に伴う集水域からの土砂流入が考えられ

る。渓畔林には河ﾉ||への土砂の流入を防止す

る機 能 が あ る とされているが5)、渓畔林との

関係で濁りの実態を調べた例は少なく、どの

程度 の 渓 畔 林 の規模が必要かは経験的な目安

しかない6)。

千曲ノ|｜の上流域はイワナを主体とした著名

な渓流漁場であり、イワナの他にヤマメ、ウ

グ イ、カジカが生息している。この水域の濁

りの実態につい て は ほ と ん ど 知 ら れ て いない。

そこで我々は濁り の 現 状 と 問 題 点 を 把 握する

ために、降雨時におけるSSについて計測を行

った。そして土地利用との関係について若干

材料と方法

採水 定点 とし て、 千曲 川上 流部 の最 源流域

と主な支流の本流合流直上に定点を設けた
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図 1 調 査 採 水 地 点 （ 番 号 は 表 1 を 参 照 ）
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日、8月23日、10月11日の計5回行った（図

2）。試水は研究室に持ち帰り、JISKO102の

方法でSSを計測した。

各採水地点の集水域における土地利用状況

を把握するため、環境庁国立環境研究所環境

情 報 セ ン タ ー の 自 然 環 境 保 全 総 合 デ ー タ ベ ー

ス、P-GREEN(Ver3．1)により、森林、畑の面

積比率を求めた。

（図1）。これらの支流は甲武信ケ岳(2,475m)、

金峰山(2,559m)、国師ケ岳などの2,000m級

の高峰を水源とする。これらの高峰は、新生

代古第三紀にあたる500～1，000万年前に生

成さ れた花崗岩類 からなる、古い地質の山塊

である7)。地質は比較的安定しており崩落地

は少ない。

石川ら8)は降水量と濁度について、数日前に

大量の降雨があった事例を除けば、両者には

高い相 関 が あ る としている。そこで採水は、

降雨による濁りの影響を把握できるように、

アメダス 定 点 野 辺山において1日の降水量が

30 mmを超えた翌日に行うように努め、各採 水

定点 に て 2 0 0 1 年5月24日、6月15日、2 0

結果

SSの計測結果を表lに示した。5回の平均

を見ると10mg/L以下が4地点、20mg/L以上

が5地点であった。平均値が10mg/L以下の調

表1SS(mg/L)の計測結果
言

5月24日6月15日6月20日8月23日10月11日平均調査地点

千曲川（最上流）

千曲ノ|’（日本基橋）

千曲川（黒巌橋）

梓川

金峰山 川

小川

前川

黒沢川

西川

1.0

1．8

33.1
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21.1
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※平均値の網掛けは水産用水基準である25mg/Lを超過
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25mg/L以下としているが、平均値が20mg/L

以上の5地点中、N0，3:千曲ノ||(黒巖橋）、No．6:

小川、No.8:黒沢ノ||、No.9:西ノ||の4地点で平

均値が25mg/Lを超過した（図3)。

各採水点の集水域の畑及び森林の比率を表

2に、それらの比率と平均SS値の関係を図4

に示した。畑の比率が高いNo.9の西ノ||でSS値

が 高 い が 、 畑 の 比 率 が 低 い N o . 3 の 千 曲 川（黒

巖橋）とNo.6の小ノ||でもSS値は高かった。森

林の比率が低いNo.8の黒沢ノ||とNo.9の西川は

S S が 高 い が 、 一 方 で 森 林 の 比 率 が 9 0 % を越え

ているNo.3の千曲ノ||(黒巖橋）やNo.6の小川で

もSSは高かった。このように畑及び森林の比

率 と S S 値 の 間 で 有 意 な 相 関 は 認 め ら れなか

った。

採水時に調査地点周辺の状況を観察したと

ころ、No.3の千曲ノ||(黒巖橋）、No.6の小川、

No.8の黒沢川では、畑に隣接した排水路が増

水して濁り、濁水が排水路を通じて直接河ﾉ|｜

に流入していた。また、No.3の流域の畑では、

圃場内に雨水による表面侵食がみられ、土 壌

が雨水とともに排水路に流出している状況 が

観察された。

表2採水地点と集水域の土地利用

集水域の

土地利用河川

畑森林

千曲ノ|’（最上流）

千曲川（日本基橋）

千曲川（黒巖橋）

梓川

金峰山 川 ※

小川

前ノ|｜

黒沢ノ|｜

西川
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8％

6％

2％

3％

7％

6％

13%

34％

99％

90％

90％

95％

91%

92％

92％

84％

57％

2

、

４
５
６

7

８
９

※：砂防ダム建設工事中
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千曲ノ|｜上流域には降雨に伴って濁り易い支

流とそうでない支流があることがわかった。

そして、濁り易い支流の多くはSSの値が平均

で25mg/Lを超過していた。特にNo.3の千曲ノ||

（黒巌橋）、No"6の小ﾉ||、No.8の黒沢川ではイ

ワナの忌避値2）を超えておりこれらの支 流で

は、イワナの分布に濁りが悪影響をおよぼし

ていると考えられる。

飼育実験下のニジマスでは、カオリン濃度

100mg/Lで、50mg/Lに比べて摂餌、成長、飼

料効率が低下し、カオリンが鯛に付着して累

積死亡率が高くなることが知られている9)。

今回の調査では100mg/Lに達する値は認めら

なかったが、80mg/L前後の高濃度が記録され

ており、ニジマスの知見から類推すると、イ

ワナ、ヤマメの摂餌等に影響している可能性
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図4集水域の 畑 及 び 森 林 の 比 率 と SS

の 関 係

査地点において個々の値をみると、最大でも

No.7:前川の12.7mg/Lであるが、ほとんどが

10m9/Lを超えていない。前述のとおり、水産

用水基準！）では河川におけるSSの基準値を
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が ある。

石川 ら 4 ) は 集水域の森林比率と河川水の濁

り易さとは密接な関係があるとしている。し

かし、今回の調査では両者に有意な相関は 認

め られなかった（図4)。千曲川上流域ではレ

タス等の高原野菜の生産が盛んであり、濁り

の主な原因は畑から 流 れ 出 る 土 壌 で あ る と予

測したが、畑の比率とSS値の間にも有意な相

関関係は認められなかった。今回、No.2及び

No.3は同じような土地利用状況であるが（表

2）、SSの値には大きな差がみられた（表l)。

N o．2では川岸には渓畔林が発達していたの

に対し、No.3では川岸あるいは河ﾉ||への排水

路に畑が隣接してい た 。 こ の よ う な 排 水 路で

は降雨時に濁水の河川への流入が観察されて

いる。これらのことから、濁りの発生には、

単に集水域の土地 利 用 状 況 だ け で な く 、 川岸

の状況や畑から河川までの雨水の流れ方が関

係していると考えられる。この水域における

濁りの発生実態の 解明するためには、畑から

河ノ|｜までの流れについて、さらに細かく調査

する必要がある。
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要約

千曲川上流域でのSSの実態調査を行っ た 。

千曲川上流域 に は 降 雨 に 伴 っ て 濁 り 易い

支 流とそうでない支流があることがわかっ

た。

濁り やす い河川ではSSの平均値が水産用

水基準の25mg/Lを超えている河ノ||があり、

主 な 生 息 魚 種であるイワナ、ヤマメに対す

る影響が懸念され る 。

今回の調査では畑及び森林比率と河ノ| |水

の 濁り易さに有意な相関が認められなかっ

た 。 こ れ は 、単に集水域の土地利用状況だ

けで なく 川岸の状況や畑から河川までの 水

の 流れ 方が 、濁りの発生に関与しているた

めと考えられる。
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